








ハイリスク児の出生前管理は,周産期死亡,後障害の両方からみて,新生児医療システムと

同様あるいはそれ以上に大切な問題である。しかしハイリスク妊娠の数は多く,システム化

は必ずしも容易ではない。 

今年度は出生前管理のあり方の検討に必要な資料収集を行ない,次年度以降の研究の基礎

とする。 


